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Ⅰ 団体の概要 
 

 

 
 

 

Ⅱ 団体の取組み 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

Ⅲ 研究の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

研究主題 理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育み、豊かな未来を切り拓く理科教育 

               生徒の主体的な学びや科学的な探究活動を通して、持続可能な未来を創造する理科教育 

～副主題（必要な場合）：ＭＳゴシック 14ポイント ●●●●●●●●●●●～ 

 本研究会は、東京都内の公立中学校の全理科教員が会員となり、理科

教育に関して研究している会です。３部４委員会を設け、定期的に研究

活動を行い、理科教育の振興と会員相互の親睦を図っています。 

【教育課程委員会】 

「主体的に学習に向かう態度の育成に生かす教育活動～１人１台

端末環境の現状と課題～」をテーマに、スプレットシートや様々
なＷＥＢサイトの活用、協働学習ツールの活用を行い、効果につ

いて研究を行いました。 

【観察・実験委員会】 

「現象を捉え、２つの視点から金星の見え方のしくみや規則性を
見いだす資質・能力の育成」をテーマに、端末で金星の満ち欠け

のモデルを観察する方法の効果について研究を行いました。 

【環境教育委員会】 
「遺伝子カードゲームを活用した環境教育の実践」～生徒の主体

的・協働的な授業を活性化させる指導方法の工夫～をテーマに、

カードを使って環境の変化の中で生き残る生物について考え、主
体性・対話性を活発にさせる授業について研究を行いました。 

・その他、会員個人の研究を会員研究発表会で発表しています。 

・会員研究発表会の結果を踏まえ、令和６年度全中理山梨大会での研
究発表者の推薦対象者を決定します。 

 

開発教材コンテスト 

先生方がオリジナルで開発した教材の発表を行っています。 
都中理研究会誌及び都中理ＨＰに、教材の写真と紹介文を掲載しま

す。 

ポスターセッション 
例年、先生方が指導法の工夫や新たな教材・・教具の発表をブース

形式で行っています。 

博物館連携プロジェクト 
国立科学博物館を校外学習等で利用する際、楽しく有意義に学習

できるよう、国立科学博物館と都中理が協働してワークシートを作

成しています。 

 教育課程委員会、学習・評価委員会、観察・実験委員会、環境教育委

員会の４つの委員会が、それぞれテーマに沿った研究を行い、会員研究

発表会等で発表しています。また、研究部は会員研究発表会、生徒理科

研究発表会を、研修部は年２回の若手・中堅教員向けの研修会を、広報

部は、研究会誌の発行と開発教材コンテストを実施しています。 

５月 新旧役員会・定期総会 

６月 役員会・代表理事会 

８月 都中理研究大会・第 70 回全中理東京大会 

  ※通常は７月に夏季研修会・ポスターセッションを実施 

10 月 役員会 

11 月 会員研究発表会・代表理事会 

12 月 役員会・冬季研修会・開発教材コンテスト 

１月 生徒理科研究発表会 

２月 都中理報告会・役員会・代表理事会 

３月 都中理研究会誌発行 
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Ⅴ 第70回全中理東京大会の開催 Ⅵ 成果と課題 

 

＜令和５年度連絡先＞ 

団体名 東京都中学校理科教育研究会 

代表者 

所属 日野市立日野第一中学校 

職 氏名 校長 和田 栄治 

連絡先 ０４２－５８１－０２６１ 

事務局 

所属 豊島区立千川中学校 

職 氏名 校長 牧野 崇 

連絡先 ０３－３９５６－８１７１ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

http://www.tochuri.net/ 

 

 

  

 

令和５年８月６日（日）～８日（火） 東京ビッグサイト他 

６日 

〇若手教員による実践発表と交流会（江東区立有明学園会場） 

 東京都からの２人を含む全国の13人の若手の先生方から20分の

実践発表と25分のディスカッションを行いました。 

７日 

〇文部科学省講演  

  演題：「資質・能力の育成に向けた授業づくりを考える」 

文部科学省初等中等教育視学官 藤枝 秀樹 先生 

〇分科会 各分科会において都中理から発表を行いました。 

第一分科会 

教育課程 

国立科学博物館を活用して理科の学びを深めるワーク 

シート開発 

第二分科会 

学習･評価 
「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

第三分科会 

観察実験 
無色透明な培地を用いた植物の育成方法と指導法の開発 
～吸水性高分子培地と栽培・観察に適した植物種の選定～ 

第四分科会 

環境教育 
放射線学習を通じた理科の資質・能力の育成  
～１人１台端末を活用して～ 

８日 

〇記念講演  

演題：「地球環境の変遷から宇宙における第二の地球の条件を探る」 

東京大学大学院理学系教授 田近 英一 先生 

〇エクスカーション 

国立科学博物館にて博物館連携プロジェクトの紹介と環状七号

線地下調整池の見学を行いました。 

＜成果＞ 

 例年とは異なり、10 年ぶりに全国大会が東京で開催されたこと

で、各分科会の発表に向けて研究を深めることができた。 

また、若手の教員を中心に実践発表と交流会を実施し、新たな

取組みやアイディアを広く共有することができた。これらの取組

みにより、学習指導要領に基づく授業の在り方として、生徒の主

体的な学びや科学的な探究活動の取組み方などを進めることがで

きた。 

＜課題＞ 

 全国大会を契機に都中理の研究をさらに活性化し取り組んでい

きたい。 

 主体的・対話的で深い学びの実現、「主体的に学習に取り組む

態度」の学習評価について、さらに研究を深め、授業実践を進

めることが引き続き課題である。 

http://www.tochuri.net/

